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第４学年 理科学習指導案

日 時 平成2１年９月４日（金）５校時

学 級 ４年２組 男 名 女 名 計 名１５ １９ ３４

場 所 図工ホール

授業者 教諭 最 上 未 来

１ 単元名 もののかさと力

２ 単元について

（１）教材について

本単元は 新学習指導要領内容構成 Ａ物質・エネルギー の 粒子 の概念に位置づけられた 粒、 「 」 「 」 「

子の存在」を学ぶものである。ここでは、第４学年の目標「Ａ（１）空気や水、物の状態の変化、電

気による現象を力、熱、電気の働きと関係付けながら調べ、見いだした問題を興味・関心を持って追

、 。」究したりものづくりをしたりする活動を通して それらの性質や働きについての見方や考え方を養う

を受けて 「閉じこめた空気や水に力を加え空気や水の体積変化と圧し返す力の違いとを関係付けな、

がら調べ、空気と水の性質の違いをとらえるようにする 」ことをねらっている。。

これらのことから、この教材は、空気及び水の性質について興味・関心を持って追究する活動を通

して、空気及び水の体積変化や圧し返す力とそれらの性質とを関係付ける能力を育てるとともに、そ

れらについての理解を図り、空気及び水の性質についての見方や考え方を育てるために適した教材と

いえる。

（２）児童について

児童は 「電気の働き」の学習を通して、電流の流れの向きについて、回路に矢印を書き加える方、

法で、予想を「図や絵」で表現したり、検証方法を回路図で表したりする学習活動を経験している。

図や絵の表現は、描写能力の差による苦手意識や「どう書き表せばよいか分からない」といった困難

が予想されたため、基本的な図の基本型を示し、自分の考えと照らし合わせて選択させたり、書き加

えさせたりといった方法をとることでほとんどの児童が図を描くことができた。よって、児童一人一

人が自分の考えを図や絵で表現させるためには、基本となる図や絵を提示し、表現への抵抗感を少な

くしたり、表現が足りない、又は難しいと思われる時は、いくつか例を示し、それらから自分の考え

に合うものを選択させて書き写させたりすることも必要であると考える。

空気や水の性質についての経験や理解については、空気と水の性質の違いについて経験から捉えて

いる児童は３４人中、４人しかいなかった。このような実態から、導入時に 「空気は圧し縮められ、

るが、水は圧し縮められない」という原体験をさせ、実験の予想や考察場面において、原体験が自分

の考えの根拠となって結びつくようにし、実感を伴った理解を図る必要があると考える。

発表や話し合いに対して積極的な児童が少なく 「話すのが恥ずかしい 「どう話したらよいか分、 」、

からない」と感じている児童が多い。また、児童の発表に対して、最後まで関心を持って聞くことが

難しい様子も見られる。このことから、発言に抵抗を感じさせないために、話す内容と構成をシンプ

ルなものにし、容易に自分の考えを伝えられるようにする必要があると考える。

（３）指導について

理科プロジェクトチームが、授業改善を行うにあたって掲げた改善のポイントの３点に沿って、指

導の工夫を行うこととした。

①図や絵に書き表す活動について

電気や空気などの働きは、実際に目に見えないため、児童の考えを伝え合ったり、共有し合ったり
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することが難しい。そこで、考えを図や絵に書き表す活動を行うことにより、自分の考えが明確にな

ったり、考えを伝えることが容易になったりすると考えた。また、小学校で、自分の考えを図や絵で

表現する力を身に付けることで、中学校においても様々な事象について、図や絵を用いながら科学的

な見方を更に高めていくことができるのではないかと考えた。

本単元においては、児童の「目に見えない物を図や絵に表す経験」が不足していることから、基本

となる図や絵を提示し、表現への抵抗感を少なくしたり、表現が足りない又は、難しいと思われる時

は、いくつか例を示し、それらから自分の考えに合うものを選択させて書き写させたりするようにし

たい。

②実感を伴った理解について

実感を伴った理解を促すために、一つ一つの観察・実験による知識理解にとどまらず、これまでの

生活体験や前時までの実験・観察の結果から得られた知識との関連について考える学習が大切である

と考えた。そのためには、児童が高い問題意識を持ち、具体的な見通しを持って観察・実験を中心と

した問題解決活動を行うこと、学んだ自然の事物・現象の性質や働き等がこれまでの学習・生活体験

とつながっていることに気付かせることが大切であると考える。

本単元においては、導入時に、単元で学習する「空気の性質（空気は圧し縮められる・圧し返す力

がある 」という原体験をさせ、実験の予想や考察場面において、原体験が自分の考えの根拠となっ）

て結びつくようにする。また、空気でっぽうで遊ばせる時間を十分に保証したり、ものづくりへとつ

なげていったりすることで、学んだ自然の事物・現象の性質や働き等を他の場面や活動に 生かし、

実感を伴った理解を図っていきたい。

③言語活動の充実について

新学習指導要領によると、思考力・判断力・表現力等を育むために、各教科において記録、要約、

説明、論述といった学習活動に取り組む必要性が高まってきている。理科においても、科学的な思考

力・判断力の育成を図る観点から、観察・実験の結果を整理し考察する学習活動、科学的な概念を使

用して考えたり説明したりする学習活動、探求的な学習活動を充実させることが大切であるとされて

いる。このことから、言語活動を充実させる必要があると考えた。

本単元においては、実験の結果を考察する場面において、発問の工夫や考えを分かりやすく書き表

すためのワークシートの工夫を行い、考察を言語化し、説明等の表現をする活動を試みていきたい。

３ 単元の目標及び評価規準

（１）目 標

閉じこめた空気及び水に力を加え、空気や水の体積変化と圧し返す力の違いとを関係付けながら、

見いだした問題を興味・関心をもって追究したり、ものづくりをしたりする活動を通して、空気と水

の性質の違いについての見方や考え方を養う。

（２）観点別の評価規準

【自然事象への関心・意欲・態度】

・空気の入った入れものなどを圧して、空気の手ごたえを感じることに興味を持ち進んで調べよう

とする。

、 。・空気で玉をとばすことに興味を持ち 進んで空気でっぽうの玉を出す仕組みをしらべようとする

【科学的な思考】

・空気は圧し縮められるほど、圧し返す力が大きくなることと、空気でっぽうの前玉がとぶことを

関係付けて考えることができる。

・水は、圧し縮められることができるか、圧したときの手ごたえはどうかを、空気の場合と比較し

て考えることができる。

【観察・実験の技能・表現】

・球が遠くに飛ぶように、空気でっぽうの前玉と後玉との位置を工夫することができる。

・閉じこめた空気を圧して、力の加え方によるかさと手応えの変化を調べ、結果を記録することが

できる。
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・閉じこめた水を圧して、かさや手応えがどうなるかを調べ、結果を記録することができる。

【自然事象についての知識・理解】

・閉じこめた空気を圧すと、体積は小さくなるが、圧し返す力は大きくなること。

・閉じこめた空気は圧し縮められるが、水は圧し縮められないこと。

４ 指導計画及び評価計画（１３時間 本時５／１０時）

次 時 ○本時の目標（課題）及び・主な 評価規準 具体の評価規準 支援を要する児童

学習内容 Ｂ への手だて

◇習得すべき知識・理解

１ １ ○空気を閉じこめよう。 ・空気の入った ・空気の手ごたえな ・実験方法を具体

・身の回りにある空気を閉じこめ 入れものなどを ど感じながら様々な 的に示し、空気の

て使う道具や空気の入ったビニ 圧して、空気の 物や方法で進んで調 手ごたえを調べら

ール袋を押したりして空気の手 手ごたえを感じ べようとする。 れるようにする。

応えを感じる。 ることに興味を

◇閉じこめられた空気を、強く 持ち進んで調べ

押すと圧し返される。 ようとする。

【関・意・態】

２ ○空気でっぽうの玉が飛ぶひみつ ・自由試行を通 ・自由試行を通し ・視点を与えて、

３ を見つけよう。 して、どんな時 て、どんな時によく 与えた条件と変化

・玉の種類や位置、押す力を変え によく飛んだ 飛んだか、その関係 の関係を見つけや

ながら、自由試行で飛ばし方を か、その関係を を一つ見つけること すくする。

工夫する。 見つけることが ができた。

◇押す力が強いと遠くに飛ぶ できる。

◇空気が閉じこめられないとよ 【技・表】

く飛ばない。

◇中の閉じこめられた空気の部

分が縮んだ後、前玉が飛ぶ。

２ ４ ○空気がどのように前玉を押し出 ・後玉が前方に ・後玉が前方に移動 ・予想を具体化さ

しているか調べよう。 移動し、前玉と し、前玉と後玉の距 せるために、空気

・予想をイメージ図に書いて、 後玉の距離が縮 離が縮んだ後、前玉 でっぽうの様子を

友達に説明する。 んだ後、前玉が が飛んだことから、 観察させながら図

・閉じこめられた空気のかさが 飛んだことか 中の空気の状態を予 に表していく。

小さく圧し縮められた後、前 ら、中の空気の 想し、図に表すこと

玉が飛び出すことを確かめる 状態を予想し、 ができる。。

◇前玉が飛ぶとき、閉じこめら 図に表し、説明

れた空気のかさが小さくなっ することが

ていた。 できる。

【関・意・態】

５ ○閉じこめられた空気は、おすと ・閉じこめた空 ・閉じこめた空気を ・記録がおろそか

どうなるのか調べよう。 気を圧すことを 圧すことを通して、 になっている児童

本 ・棒を押す力の強さとその手応 通して、圧され 圧された空気の２つ に対しては、観点

時 え、空気のかさの変化につい た空気の性質を の性質のうち、どち を示し、書く内容

て調べる。 捉えることがで らかについてを捉え を明確にさせる。

・結果をもとに 「かさが小さ きる 技・表 ることができる。、 。【 】

くなった空気は、圧し返す力

」 、を持つ ことを活用しながら

空気でっぽうの前玉が飛び出
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す仕組みを考え、説明する。

◇閉じこめられた空気は、おすと

かさが小さくなるが、おし返す

力は大きくなる。

◇空気でっぽうでかさが小さくな

った空気は、力を加えている押

す棒に対しては、圧し返せない

、 。ので 前玉を圧し出してしまう

６ ○水も空気と同じように圧すとか ・水を閉じこめ ・ピストンを押す力 ・記録がおろそか

さが小さくなり、圧し返す力が て、ピストンを の強さとその手応 になっている児童

はたらくのか調べよう。 押すと空気と同 え、水のかさの変化 に対しては、観点

・水でっぽうで、前玉の飛び出 じように圧し返 について調べ、記録 を示し、書く内容

し方を調べる。 す力がはたらく することができる。 を明確にさせる。

◇押す力を強くしても遠くに飛 のか調べること

ばない。 ができる。

◇手応えがあまりない。 【技・表】

７ ○閉じこめられた水のひみつを調 ・力を加えたと ・力を加えたときの ・イメージを具体

べよう。 きの水のかさの 水のかさの変化と手 化させるために、

・棒を押したときの水のかさの変 変化と手ごたえ ごたえについて、イ 観察させながら図

化と手応えを調べる。 について、イメ メージ図を描くこと に表していく。

◇押す力を強くしても遠くに飛 ージ図を描くこ ができる。

ばない。 とができる。

◇手応えがあまりない。 【技・表】

◇水は、圧してもかさが小さく

ならない。

◇圧し返す力もはたらかない。

３ ８ ○空気や水の性質を使ったおもち ・例を参考にし ・例を参考にしなが ・参考にしたいお

９ ゃや道具を作ろう。 ながら、おもち ら、おもちゃや道具 もちゃなどの例を

・おもちゃや道具の例について ゃや道具作りを 作りを行うことがで 選ばせ、その仕組

演示を見て、その仕組みを考 行うことができ きる。 みを一緒に考えな

える。 る。 がらおもちゃなど

・おもちゃや道具が、空気や水 【技・表】 を作る。

の性質を利用していることに

気付く。

、・例を参考にして計画書を作り

おもちゃや道具作りを行う。

○おもちゃや道具を発表し合い、 ・おもちゃや道 ・おもちゃや道具を ・演示をしたどの10

空気や水のどんな性質を利用し 具を発表し合 発表し合い、空気や 仕組みを利用して

ているのか考えよう。 い、空気や水の 水のどんな性質を利 いるのか比較させ

・作ったおもちゃや道具を試し どんな性質を利 用しているのか伝え て考えさせるよう

合うことで、空気や水の性質 用しているのか ることができる。 にする。

について理解を深める。 伝えたり、考え

たりすることが

ることができ

る。

【 】科学的な思考
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５ 本時の指導

（１）目 標

閉じこめた空気を圧すことを通して、圧された空気の性質を捉えることができる。

（２）本時の指導について

①図や絵に書き表す活動について

前時に、児童は、前玉が圧し出される仕組みについてイメージ図を描いてある。本時の「つかむ」場

面において、その図を振り返ることで目的意識を強く持ち実験に臨むことができると考える

②実感を伴った理解について

「しらべる」場面で、注射器を使わすに、空気でっぽうの道具を用いる。これは、注射器よりも空気

でっぽうの方が容量が大きいため、圧したときの手応えも大きく、空気の性質をより明確に実感させる

ことができると考えたからである。また、空気でっぽうの筒の側面には目盛りがついており、かさの変

、 。化を目盛りで比較することができることから 注射器で行う目的が十分に果たすことが出来ると考えた

児童が各自でピストンを圧し、手応えを調べた後 「強く圧すと、跳ね返される手応えも大きくなる、

こと」を取り上げ、その後、空気でっぽうの目盛りに付けた３カ所の目印（圧す力「大・中・小」を示

す印）とその手応えを一斉に調べるようにする。調べる視点を定めることで、空気の性質（圧す強さと

その手応えの大きさ）をより明確に調べることができるようにしたい。

③言語活動の充実について

本時に習得した「閉じこめられた空気の性質」を、前時までに行った空気でっぽうの玉が飛び出す仕

組みの説明に生かす活動を行う。この活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養うことがで

きると考える。そのために、説明を容易にさせるため（相手に伝えやすくするため）に、実験に使った

道具や図などを使いながら説明を行うようにさせたい。また、話し合いの形態はグループとし、話形に

、 。 、とらわれず 自分の考えを言い合うことができるようにしたい 考察の力を身に付けさせていくために

話し合いを通して構築された考え（説明）をワークシートに書き表すようにしたい。書くことに抵抗を

感じさせないために、キーワードや接続詞などを手がかりに文章を書かせるようにしたい。

（３）本時の展開

学習内容 ◎学習活動○発問・指示 ○主な支援／・指導上の留意点 資料等

１本時の学習課題の確認

つ ◎前時に立てた予想を振り返る。 ○前時の予想の掲示でふりかえる。 ・前時の予想

（ ）○空気でっぽうの前玉が飛び出す時、筒 ・似ている予想同士を分類し、分か イメージ図

か の中の空気はどうなっていると思いま りやすく掲示する。

すか。

む ・空気が縮んで外に出たがっている。

・爆発したい感じになっている。

５ 閉じこめた空気をおすと、どんな性質をもつのだろうか。

分 ２学習の見通し

ワークシート◎実験の仕方を示し、ワークシートを使 ・

った学習の進め方を確かめる。 ○ワークシートを用いることで、実験

○空気でっぽうに空気を閉じこめて、棒 の視点を明確にさせる。

を押してみましょう。圧した時、圧す

のを止めた時の様子を調べましょう。

３見通しに基づいた追究活動

◎閉じこめられた空気を押し棒で圧した ○つぶやきや記録から 強く圧すと ・空気でっぽ、「 、

ときの空気のかさの変化・圧し返す力 跳ね返される手応えも大きくなるこ う

ワークシートを調べる。 と」を取り上げ、一斉に棒を押す強 ・

し ○空気でっぽうに空気を閉じこめて、棒 さを筒の目盛りをもとに変化させ、
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で圧した時 空気はどうなりましたか 手応えの違いを明確にさせる。、 。

ら ・かさは小さくなる。 【観察・実験の技能・表現】

・加えていた力をゆるめると棒がもど ◎閉じこめた空気を圧すことを通して、圧された

べ る。 空気の性質を捉えることができる 【技・表】。

・強く圧すと勢いよく棒がもどる。 Ｂ 支援の手立て

る ・圧していくと、それ以上かさが小さ 閉じこめた空気を圧 記録がおろそかにな

くならない限界がある。 すことを通して、圧さ っている児童に対して

15 ○棒をたくさん圧した時、あまり圧さな れた空気の２つの性質 は、観点を示し、書く

分 い時で、違いがあったようです。みん のうち、どちらかにつ 内容を明確にさせる。

なで確かめてみましょう。 いてを捉えることがで

きる。

ま ４追究活動のまとめ

と ◎調べた結果を確かめ 「圧すとかさは、

め 小さくなる 「加えていた力をゆる。」

る めると棒が圧し戻される 」ことを理。

・ 解し合う。

ひ ○閉じこめられた空気は、圧すとどうな ・説明用のワ

ろ りましたか。 ークシート

げ 閉じこめた空気をおすと、かさは小さ

る くなるが、おし返す力は大きくなる。

５まとめを生かした思考・表現活動

25 ◎追究活動で明確となった空気の性質を

分 使って、空気でっぽうの前玉が飛び出 ○空気でっぽうや図を用いながら、仕

す仕組みを説明する。 組みを説明させる。

○この性質を使って、空気でっぽうの前 ・容易に関係付けが出来るように、

玉が前に飛び出す仕組みを友達に説明 キーワードや接続詞が示されたワ

してみましょう。 ークシートに文を書くようにさせ

・グループで、考えを出し合う。 る。

・グループ毎に、考えをワークシート ○子どもの説明を生かしながら、空気

に書く。 でっぽうの前玉が前に飛び出す仕組

◎発表を聞き合い、空気でっぽうの前玉 みを共通理解させるようにする。

が前に飛び出す仕組みは、空気の性質 ・追究活動の実験の様子を想起させ

によるものであることを確認する。 ながら、圧し返す力の存在を明確

○どちらも、圧し縮められた空気が、 にするようにする。

圧し返しているね。

６学習のふり返り

◎学習をふり返り、自己の理解の深まり

や興味や関心の高まりを自覚する。

７次時の学習課題の確認 ○今までの自分の予想（空気でっぽう

◎次時、空気ではなく水を筒に入れて、 の玉がとび出すのはなぜか）をふり

水でっぽうで、水を圧したときの様子 返らせ、課題が解決できたことを実

を調べることを確認する。 感できるようにする。

○筒に水を入れて、棒を圧すと前玉は、

どうなると思いますか。 ○水の場合の性質について考えさせ

・おもちゃの水鉄砲と同じで、勢いよ 次時の学習への意欲を喚起させる。

く前に飛ぶ。
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